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日向十五夜祭りの子ども御輿表紙

　9月8日、9日にかけて開かれた日
　　　　　　　　　　　み　ニし
向卜五夜祭りでは、チども御輿が繰り

出し、大人に負けないくらい元気よく

「わっしょい、わっしょい」と威勢の

良いかけ声を上げながら、出店の並ぶ

市街地を練り歩きました（llページ

に関連写真）。

■
特
集

運
動
不
足
を
解
消
し
よ
う
！
最
近
、

動
か
し
て
ま
す
か
？

■
市
政
の
動
き

体
を

木
の
香
り
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
／
震
度
6
を
想
定
し
地

震
・
津
波
対
策
訓
練
／
2
0
0
1
消
防
・
救
急
フ
ェ
ア
ほ
か

■
ま
ち
の
話
題

財
光
寺
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
全
国
大
会
の
報
告
／
日

向
十
五
夜
祭
り
ほ
か

■
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

日
向
之
国
耳
川
民
俗
芸
能
祭
／
中
小
企
業
財
形
制
度
普
及
促

進
月
間
／
ま
ち
づ
く
り
学
習
会
・
研
修
会
の
講
師
料
の
助

成
／
介
護
相
談
員
の
募
集
な
ど

この広報紙は再生紙を使用しています、



●夜寝る前のストレッチ

ノr

．
ノ
～
、

脚の裏を伸ばす

1両足を投げ出す格好で座ります　　・ノ∫の脚

を曲げ、両rを曲げた脚のり≦を包むようにし

て組みます．

2つかんだ脚の裏を伸ばすように、曲げた脚

を斜め前メ∫に伸ばしていきます　ひざが伸び

きらなくても良いので、rl分としてはト分に

「申ばした位置で、2〔｝秒ほど保ちます　反吋

の脚も行ない圭す

’

特集　～運動不足を解消しよう～

最近、体を動かしてますか？
　近くのお店に、買い物に行くのにも車を利用する私たち現代人。文明が発達するのに伴い、体を動かす

機会が少なくなってきています。このような生活環境では、意識して体を動かさないかぎり、運動不足に

なるのは当然。運動は、健康を維持するための重要な要素です。そして健康な体は、私たちにとって、と

ても大切なものです。しかしその存在は水や空気のように意外と意識されていないのが現実です。

　そこで、今月は気軽に体を動かすことで健康づくりができる運動を、市体育指導委員の3人に紹介して

いただきます。ぜひ試してみてください、明日からなんて言わないで今からでも…　。

●朝のストレッチ

3

●
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（
歩
く
）

①

o
②

★
★

★

③

　　　立ち方

】r山i足のつま先をやや外側」に

開いて1‘’：ちます．両肩の線、

胸の高い方の位置の線、Illllひ

ざの線をなるべく水噛ドに保ち

ます

2耳の後ろ、肩の先騒腰側
部のノ（きな骨の夢頁、　この：うつ

の点が眠直1こなるように疏ち

ます．

．臥

．“

歩き方　3腕はリラ・ノ以し、肩妓点に1撚に前f菱に振ります．最初の2歩

　　　　　で息を吸い、次の2歩で吐き圭す．スピードがアッフしてきたら、最

　　　　　初の4歩で息を吸い、次の4歩で息を吐きます

●ゆっくりなが～く走る

　ウォーキングに慣れたら、争度は

少し走ってみましょう　でも、歯を

（いしばって頑張るのではなく、楽

しく走ることがて．きる速さで、疲れ

たら歩いてもかまいません．ゆっく

りなカ‘～く，セりましょう．　40つノカ1

目安です．（体に異常を感じたら医師

の適切な診察を受け、決して無理を

しなしトようにしましよう）

禽
尽L三

①

②

’

ゴ

1あお向けになって、まず両足を伸ばしてみて、よく伸

びる方から始めます　2伸びのよい方のかかとを、ドの

方に蹴り出す．8～1011rl行います．次に反対の脚も同じ

ように繰り返します．

足
の
甲
と
す
ね
を
伸
ば
す

●
伸．

／

職

五
丹
‘

～二心

侃

騨

　　爵

今回運動を紹介していただいたの

は市体育指導委員の高野京子さん

（右）、伊達宮子さん（左）、赤木保

吉さんです（中央）。

●昼間のストレッチ（休み時間などに行いましょう）

　　　　　　　　　　　　　〆
　　　　　　　　　　　　　ヒ

脇腹を伸ばす　→

1イスに座って、背l11を背もたれにヒッダリと付けます　背筋を伸ばし、

IEしい姿勢を保ち増す．デ∫腕をしげ、肘のところで折り、　fの先は背中の

方に旺らしておきます　左fで、右肘をつかみ呼r吸を整えます　2背筋を

伸ばしたまま、右肘をつかんだ左rで、右肘を左側へゆっくり引っ張りな

がら右脇腹をストレッチングします　この時、ヒ」r身を倒すのではなく、

背筋は頼白：に保つようなつもりで、脇腹だけ伸ばしていきます　息を吐ぎ

ながら伸びるだけ伸ばしたら、2〔1秒程度静止します　反対側も行います

←　　座ったままで、片脚を前

　　に仲ばす　この脚にもう　・

　　方の脚をのせ、つま先とひ

　　ざをrで持って、脚の甲と
　　すねをジワジワと伸ばぽ②

　　す．レ分に伸ばしたところ

．§て・20秒程度静II：します

　　／【｛右交々：に繰り返します

．べ「

N

’

1皇

『

①

皇
脇
腹
を
伸
ば
す

／

－

2



「
劃

’7，
D＜

は
1
1
向
延
岡
新
産

業
都
市
計
画
事
業
目

向
市
駅
周
辺
土
地
区

画
整
理
事
業
の
施
行

区
域
、
1
7
・
6
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
す
。

　
同
事
業
は
、
昭
和

迄
年
に
創
設
さ
れ
た

陣
の
補
助
事
業
で
・

ヒ
地
区
画
整
理
事
業

の
各
施
行
地
区
に
お

い
て
、
そ
の
核
と
な

る
公
共
施
設
・
公
益

施
設
な
ど
を
「
地
区

ラ
　
て
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
コ
　
エ
　
ロ

σ
均
」
と
し
て
位
横

付
け
、
良
好
な
景
観

形
成
と
地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
配

慮
し
た
整
備
を
推
進

す
る
な
ど
、
固
生
と

　
　
　
　
　
f
　
－

う
る
お
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
を

図
る
も
の
で
す
。
日

向
市
に
お
い
て
は
、

財
光
h
ず
南
地
区
に
次

ぎ
2
地
区
目
の
指
定

と
な
り
ま
す
．

　
）
」
【
1
i
、

　
し
尾
」
　
　
　
一

生
検
討
委
1
1
〔
会

　
市
は
8
月
2
4
目
付
け
で
「
ふ
る
さ
と

の
顔
づ
く
り
モ
デ
ル
ト
地
区
画
事
業
」

（
以
ド
顔
づ
く
り
事
業
）
の
地
区
指
定

を
受
け
ま
し
た
。

　
指
定
を
受
け
た
の

　
、

日向市駅周辺地区ふるさとの顔つくりモデル土地区画整理事業地区指定

報
告
井
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
会

で
は
、
こ
れ
ま
で
①
ま
ち
づ
く
り
の
f

順
や
活
性
化
シ
ナ
リ
オ
の
再
構
築
2
ま

　
　
　
　
ち
づ
く
り
の
相
互
調
整
と
実

　
　
　
施
に
向
け
て
の
基
本
計
画
の

木の香りあふれるまちづくりを

　
　
　
　
　
　
日
向
市
街
な
か
魅
力
再

　
　
　
　
　
　
（
出
日
近
L
委
”
1
1
〔
長
・

宮
崎
大
学
L
学
部
助
教
授
）
か
ら
市
に

策
定
③
具
体
的
な
ま
ち
の
景

観
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
都
市
空

間
の
整
備
調
整
が
検
討
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　
今
回
、
策
定
さ
れ
た
街
な

か
魅
力
再
生
計
画
は
、
ま
ち

づ
く
り
に
か
か
る
各
種
事
業

の
進
行
を
積
極
的
に
求
め
な

が
ら
「
街
並
景
観
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
、
木
の
ま
ち
づ
く
り
」

な
ど
を
切
り
日
と
し
て
「
公

民
協
働
」
「
広
域
連
携
」
「
市

民
参
加
」
な
ど
を
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
に
掲
げ
て
い
ま

す
。　
報
告
は
①
公
共
空
間
の
整

備
②
民
有
空
間
の
誘
導
等
に

お
け
る
公
民
協
働
③
木
の
ま

ち
づ
く
り
の
総
合
的
施
策
④

バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
⑤
．
ま
ち
づ
く

り
の
情
報
公
開
⑥
中
心
市
街

地
活
性
化
事
業
の
推
進
⑦
複

合
拠
点
施
設
（
仮
称
・
2
1
世

紀
プ
ラ
ザ
）
及
び
鉄
道
高
架

ド
の
利
用
の
検
討
な
ど
7
つ

の
項
目
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
に
は
、
上
向
市
駅
周
辺
地
区
の

活
性
化
を
実
現
し
、
街
な
か
の
に
ぎ
わ

い
の
創
出
・
再
生
と
い
う
日
的
を
達
成

す
る
た
め
の
方
針
が
提
ゴ
、
同
さ
れ
て
い
ま

す
。　
こ
れ
ま
で
、
市
は
1
1
向
市
駅
周
辺
ヒ

地
区
画
整
理
事
業
に
伴
い
「
顔
づ
く
り

事
業
」
の
尊
人
を
検
討
。
日
向
市
街
な

か
魅
力
再
生
検
討
委
員
会
で
協
議
し
な

が
ら
、
同
地
区
指
定
の
準
備
、
地
区
の

整
備
方
針
を
練
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
、

顔
づ
く
り
事
業
が
地
区
指
定
さ
れ
た
こ

と
で
ヒ
地
区
画
整
理
事
業
を
ベ
ー
ス

に
、
よ
り
質
の
高
い
、
個
性
あ
ふ
れ
る

街
並
み
を
つ
く
る

ま
す
。

こ
と
が
可
能
と
な
り

「
都
市
空
間
形
成
の
整
備
」

針

の
基
本
方

　
本
市
の
・
甲
心
市
街
地
は
、
日
向
人
置

地
域
（
1
市
2
町
5
村
）
の
固
有
の
情

　
　
　
報
を
発
信
す
る
「
地
域
の
顔
」

「
玄
関
目
」
と
し
て
の
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
．
、

　
現
在
、
空
き
店
舗
が
目
㍍

ち
空
洞
化
し
て
い
る
中
心
市

街
地
は
、
江
戸
時
代
か
ら
地

域
の
行
政
や
文
化
、
商
業
の

中
心
地
と
し
て
栄
え
て
き
ま

し
た
。
中
心
市
街
地
を
、
か

っ
て
の
よ
う
に
広
域
か
ら
人

が
集
ま
り
、
に
ぎ
わ
い
の
あ

る
姿
に
再
生
す
る
こ
と
が
大

き
な
日
標
に
な
り
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
は
今
後
、
駅

舎
、
駅
前
広
場
、
2
1
世
紀
プ

ラ
ザ
な
ど
の
公
共
施
設
と
商

業
施
設
な
ど
の
民
有
空
間
が

一
体
と
な
っ
て
景
観
が
形
成

さ
れ
ま
す
。
駅
前
は
「
木
の

香
り
の
す
る
駅
前
空
間
」
が

コ
ン
セ
プ
ト
。
市
の
「
玄
関

目
」
と
し
て
駅
前
に
「
杜
」

を
つ
く
る
こ
と
も
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
は
、
日
向

入
郷
の
豊
か
な
自
然
を
象
徴

4

、

∩

す
る
緑
化
拠
点
と
な
り
ま
す
、

「
地
域
の
顔
の
整
備
」

集
客
・
回
遊
・
滞
留

の
塁
本
方
針

「
生
活
文
化
交
流
拠
点
の
形
成
」
「
市

（
い
ち
）
的
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
」

を
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
に
、
中
心
市

街
地
に
人
を
集
め
る
仕
掛
け
と
、
人
が

回
遊
す
る
仕
掛
け
、
滞
留
す
る
仕
掛
け

　
　
　
　
　
を
公
民
連
携
に
よ
る
ハ

ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
．
面

で
つ
く
っ
て
い
き
ま

す
。
［
↓
山
と
海
と
文
化
が
つ

な
ぐ
空
間
づ
く
り
a
緑

に
あ
ふ
れ
木
の
香
り
と

ぬ
く
も
り
の
あ
る
空
間

づ
く
り
③
ま
ち
の
奥
行

き
、
に
ぎ
わ
い
が
見
え

る
「
人
」
が
、
ヒ
役
の
空

間
づ
く
り
が
そ
の
コ
ン

セ
プ
ト
の
大
き
な
柱
で

す
．
．土

地
利
用
の
方
針

交
通
結
節
拠
点
の
形
成

　
駅
舎
と
一
体
と
な
っ

た
駅
前
広
場
、
高
架
ド

施
設
、
複
合
拠
点
施
設

の
整
備
商
業
ゾ
ー
ン
は

パ
テ
ィ
オ
型
の
商
業
核

に
よ
り
商
店
街
の
再
編

を
図
り
ま
す
。
地
区
計

画
、
建
築
協
定
、
緑
化
協
定
等
と
い
っ

た
、
魅
力
的
な
街
並
み
と
買
い
物
空
間

を
つ
く
る
た
め
、
基
本
的
な
建
築
に
つ

い
て
の
．
定
の
ル
ー
ル
を
適
用
し
街
並

み
の
形
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

公
共
施
設
の
計
画
の
方
針

　
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
道
路
、
公
園
、
広
場
は

景
観
形
成
を
考
え
た
質
の
高
い
も
の
に

整
備
し
、
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
な
ど

が
安
心
し
て
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
る

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
実
現
し
ま
す
。

駅
舎
デ
ザ
イ
ン

　
1
1
向
・
人
置
地
区
の
「
顔
」

づ
く
り
と
し
て
、
ま
ち
全
体
が

「
木
の
文
化
」
を
情
報
発
信
す
る

駅
周
辺
の
街
並
み
を
形
成
す
る

た
め
、
そ
の
方
向
性
を
決
定
づ

け
る
の
に
重
要
な
駅
舎
デ
ザ
イ

ン
に
こ
だ
わ
り
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
「
地
場
産
業
の
木

材
」
に
こ
だ
わ
っ
た
駅
。
地
場

産
業
の
木
材
を
駅
舎
の
構
造
材

か
ら
内
装
材
ま
で
随
所
に
用
い

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

地
場
産
の
木
材
を
用
い
て
、
大

き
な
屋
根
で
ホ
ー
ム
を
．
覆
い
、

「
木
」
の
ぬ
く
も
り
の
あ
る
触
感

に
包
ま
れ
た
、
柱
の
な
い
空
間

を
持
つ
駅
舎
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

て
い
ま
す
。

鉄
道
高
架
と
高
架
下
施
設
の
整
備

　
H
向
市
駅
周
辺
k
地
区
画
整
理
事
業

が
始
ま
る
の
に
合
わ
せ
て
、
県
が
事
業

主
体
で
行
う
1
1
向
地
区
連
続
立
体
交
差

事
業
（
1
1
鉄
道
高
架
事
業
）
が
、
本
年

度
か
ら
着
し
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
1
4
年

度
か
ら
始
ま
る
高
架
橋
建
設
に
先
航

ち
、
高
架
橋
の
起
点
部
に
あ
た
る
亀
崎

川
付
近
と
、
終
点
部
に
あ
た
る
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
付
近
で
、
現
在
の
路
線
を

．
度
、
迂
回
さ
せ
る
た
め
の
局
線
L
事

を
年
内
に
着
手
す
る
も
の
で
す
．

』＼

レ

ら
、

　
県
は
こ
の
L
事
に
伴
う
説
明
会
を
地

区
を
分
け
て
、
順
次
開
始
す
る
ア
定
に

し
て
お
り
、
高
架
に
伴
い
大
ス
パ
ン
の

自
由
な
利
川
が
可
能
な
高
架
．
卜
空
間
が

生
ま
れ
ま
す
。

住
民
参
加
の
促
進

　
地
域
特
性
を
充
分
に
反
映
し
、
個
性

を
か
た
ち
づ
く
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

住
民
の
意
見
が
不
，
吋
欠
。
事
業
実
施
段

階
か
ら
事
裳
終
．
一
後
の
建
築
活
動
や
維

持
管
理
面
か
ら
住
民
参
加
が
必
要
で

す
，　
　
こ
の
顔
づ
く
り
事
業
で
、
よ
り
、

　
層
の
住
民
意
見
の
反
映
さ
れ
た
計
画

　
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
地
区
の
個

　
性
・
魅
力
を
リ
ア
リ
テ
ィ
あ
る
も
の

　
に
高
め
、
住
民
が
愛
着
と
ほ
こ
り
を

　
持
っ
た
ま
ち
づ
く
り
に
、
さ
ら
に
は

　
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え

　
ら
れ
ま
す
。

は
じ
ま
る

日
向
市
の
ま
ち
づ
く
り

　
L
地
区
．
画
整
理
事
業
、
鉄
道
高
架

事
業
、
商
裳
集
債
を
同
時
に
行
う
こ

と
は
全
国
で
も
珍
し
く
「
日
向
方
式
」

と
し
て
注
口
を
集
め
て
い
ま
す
。
二
．

つ
の
事
業
が
本
格
的
に
始
ま
る
本
年

度
が
ま
さ
に
日
向
市
の
中
心
市
街
地

再
生
に
む
け
て
の
「
ま
ち
づ
く
り
元

年
」
で
あ
り
、
そ
の
成
果
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

5



6

日
向
市
ひ
ま
わ
り
基
金
事
業
海
外
派
遣
事
業
報
告

…b

装
|
日
で
ゴ
ー
ラ
市
を
訪
問

補
助
白
墨
塗
稼

夏
、
国
内
訪
聞

日
に
か
け
恩

月
8
日
か
危
閥
泊

．
盤

嘱

冨
篇

・
霧
幣
μ

謎
一

　　

@
予
　
∴

へ
幽

内
を
案
内
し
τ
く
れ
ま
し
な

．、

X箋

「

（

．
．
乍

ゴ
ー
ラ
市
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
に
参
加
し
た
感
想

　
参
加
者
に
感
想
文
を
寄
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙
面
の
都

合
に
よ
り
一
部
抜
粋
し
て
こ
紹

介
し
ま
す
。
◎
　　　黒大
　　　木iモ

　　　瑞谷

　　　恵中

　　　さ　3

　　　ん年

　
折
り
紙
を
お
ヒ
産
に
持
っ
て

い
っ
た
の
で
、
鶴
と
紙
風
船
の

折
り
方
を
教
え
て
あ
げ
ま
し

た
．
．
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
興

朱
を
示
し
て
、
出
来
L
が
つ
た

と
き
は
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
た

の
で
、
日
本
の
文
化
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
．
一
，
口
葉
が

通
じ
な
く
て
も
心
と
心
で
通
じ

合
う
の
だ
ど
感
じ
ま
し
た
．
。

卿
　
　
　
　
　
財
光
寺
中
3
年

　
　
　
　
　
桑
川
啓
介
さ
ん

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
校
で

は
、
お
菓
f
を
食
べ
て
い
い
け

ど
、
掃
除
の
時
間
が
な
い
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
尊

ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
て
驚
き
ま
し

た
．
．
八
ノ
回
の
研
修
で
両
国
の
文

化
の
違
い
や
、
良
い
面
、
悪
い

面
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
、
こ
の
経
験
を
、
自
分
の
将

来
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
．

上上
城向
純中r3

さ年
ん

　
2
週
間
の
問
で
い
ろ
い
ろ
な

発
見
を
し
ま
し
た
．
、
物
価
が
安

い
こ
と
と
ヒ
地
が
広
い
の
で
ほ

と
ん
ど
の
家
が
1
階
建
て
の
平

屋
と
い
う
こ
と
、
運
転
免
許
は

怖
歳
で
飲
酒
は
1
8
歳
か
ら
な

ど
。
ま
た
絶
対
ゴ
ー
ラ
市
へ
行

こ
う
と
思
い
ま
す
，
そ
れ
ま
で

は
F
紙
や
E
メ
ー
ル
で
、
交
流

し
よ
う
と
思
い
ま
す
、

辱
聾

　
心
配
し
て
い
た
ホ
ー
ム
シ
ッ

ク
に
も
か
か
ら
ず
、
ホ
ス
ト
家

族
と
、
と
て
も
仲
良
く
な
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
．
と
て
も
気

を
使
っ
て
も
ら
い
、
分
か
ら
な

い
英
語
が
あ
る
と
、
簡
単
な
単

語
に
し
て
説
明
を
し
て
く
れ
ま

し
た
一
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
出

来
た
友
達
と
は
、
文
通
な
ど
を

し
て
、
交
流
を
続
け
た
い
で
す
．
、

⑤
　
　
　
　
　
り
，
目
簿
、
り
い
3
．
「
「

　
　
　
　
　
㌦
ー
ー
嘔
　
l
　
r
隻
，
1

　
　
　
　
　
荒
井
正
博
さ
ん

　
口
写
へ
帰
っ
て
み
る
と
、
出

発
前
の
n
分
の
考
え
の
甘
さ
が

分
か
り
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
に
。
「
も
う
一
度
行
き
た
い
」

と
い
う
思
い
で
す
．
．
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
は
本
当
の
家
族
の
よ

う
に
し
て
く
れ
、
ま
た
、
1
1
本

と
は
違
っ
た
自
由
な
生
活
を
う

ら
や
ま
し
く
思
い
ま
し
た
、

勢
口
熱

　
ゴ
ー
ラ
市
は
、
広
々
と
し
た

緑
い
っ
ぱ
い
自
然
い
っ
ぱ
い
の

美
し
い
町
で
す
．
、
あ
ま
り
に
も

短
か
っ
た
2
週
間
、
私
は
、
そ

こ
で
家
族
の
在
り
方
、
男
女
平

等
を
学
び
、
多
く
の
友
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
2
1
世
紀

の
国
境
の
無
い
時
代
を
彼
ら
と

共
に
歩
い
て
い
き
た
い
と
思
い

　
㊦

ま
す
　
そ
の
第
　
歩
を
記
す
旅

で
し
た
、
、

“
メ
…
雛

　
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
む

こ
う
の
学
校
で
は
す
ご
く
自
由

で
皆
の
個
性
が
強
く
、
n
分
が

思
っ
て
い
る
こ
と
は
、
は
っ
き

り
先
生
、
友
達
に
㌔
L
張
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
．
．
ま
た
、
ホ
ス

ト
の
家
族
全
員
で
家
事
を
助
け

合
っ
て
い
ま
し
た
．
．
夕
食
は
よ

く
お
父
さ
ん
が
作
っ
て
い
ま
し

た
，

　
　
　
　
　
1
、
瑠
∵
り
』
父
3
．
「
卜

　
　
　
　
　
i
　
h
　
‘
h
†
r
　
亀
ノ
［

　
　
　
　
　
横
山
敬
．
r
さ
ん

　
　
、
　
．
隔
ぢ
・

　
自
分
の
国
に
お
け
る
す
べ
て

の
事
を
良
く
も
悪
く
も
見
直
す

き
っ
か
け
と
な
り
、
私
の
心
の

何
か
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
．
．　
文
化
の
違
い
を
学
ぶ
事
は
同

時
に
い
ろ
ん
な
人
間
の
価
値
観

を
学
ぶ
こ
と
だ
と
思
い
ま
し

た
，
驚
き
も
い
っ
ぱ
い
1
感
動

も
い
っ
ぱ
い
！
胸
の
高
鳴
り
は

出
発
前
の
日
か
ら
帰
国
す
る
ま

で
止
ま
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
．
．勢
懲

　
あ
っ
と
い
う
問
の
2
週
間
で

し
た
．
、
帰
る
の
が
嫌
だ
っ
た
け

ど
、
必
ず
．
戻
っ
て
く
る
と
約
束

し
て
最
後
の
日
を
迎
え
ま
し

た
．
、
僕
は
、
か
け
が
え
の
な
い

友
人
ら
と
川
会
い
、
か
け
が
え

の
な
い
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
こ
の
経
験
を
、
今
後
の
生
活

に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
．
、
共
に
過
ご
し
た
友
人
や

先
生
に
感
謝
し
ま
す
，

1
1

　
雄
大
な
自
然
、
可
愛
ら
し
い

動
物
た
ち
、
そ
し
て
お
お
ら
か

な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
々
に

囲
ま
れ
、
と
て
も
有
意
義
な
2

週
間
を
過
ご
し
ま
し
た
、
、
同
行

し
た
生
徒
た
ち
の
債
極
性
、
協

調
陸
は
す
ば
ら
し
・
＼
こ
の
研

修
は
彼
ら
の
今
後
の
人
生
に
人

き
な
影
響
を
与
え
て
く
れ
る
も

の
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
、

引



8

震
度
6
を
想
定
し
地
震

、
車
の
屋
根
を
切
断
・
救
出
訓
練

着
骨
T
　
　
r

，

一
哺ρ＝’

ヘリコプターでの救助訓練

■

津
波
対
策
訓
練

1呵li∫　11難　　」尊達1す来1【よかが

難猫鐸娩1雛鍵離
保
健
婦
に
よ
る
応
急
手
当
の
指
導

報
区
「
宮
崎
県
沿
岸
」
に
「
大
津
波
警

報
」
を
発
表
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
，

　
県
か
ら
の
指
．
小
を
受
け
た
山
本
市
．
長

が
、
た
だ
ち
に
防
災
機
関
、
自
益
防
災

会
に
対
し
て
「
沿
岸
住
民
は
指
定
さ
れ

た
避
難
場
所
へ
避
難
す
る
よ
う
」
勧
告

し
、
防
災
訓
練
が
始
ま
り
ま
し
た
。
警

察
や
消
防
団
員
な
ど
の
指
示
に
従
い
、

住
民
ら
が
避
難
を
開
始
。
機
敏
に
行
動

す
る
住
民
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
力
避
難
が
で
き
な
い
人
を

自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
救
助
す
る

訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
避
難
が
完
r

す
る
と
、
防
災
会
長
か
ら
市
．
長
に
報
告

が
あ
り
、
市
長
の
　
「
訓
練
終
．
一
」
の
発

令
と
同
時
に
地
震
・
津
波
対
策
訓
練
は

完
r
。
こ
の
後
、
商
業
港
岸
壁
広
場
で

は
、
救
急
・
救
護
訓
練
と
車
両
救
出
訓

練
が
あ
り
ま
し
た
．
、
参
加
者
ら
は
救

急
・
救
護
訓
練
で
、
市
の
保
健
婦
か
ら

骨
折
者
の
応
急
手
当
て
の
指
導
を
受

け
、
話
を
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
地
．
震
に
よ
り
走
行
不
能
と
な
っ
た
屯

に
、
閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
を
救
出
す
る

と
い
う
想
定
で
の
訓
練
も
あ
り
、
市
の

消
防
隊
員
と
自
衛
隊
員
ら
の
見
事
な
救

出
作
業
に
、
見
学
し
た
参
加
者
か
ら
大

き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、

消
火
器
を
実
際
に
使
用
し
て
の
消
火
訓

練
も
行
い
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　丁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　■　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　■　　　　胃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　一　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　山　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　－　　　　■　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　一　　　凶　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　一　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　一　　　　一　　　一　　　　■　　　　一　　冒　　　　一　　　　一　一　　　　冒一

市長鮪想

霧
⑯llI本孫イ爵

　
　
　
生
涯
現
役
で

　
9
月
1
5
目
は
「
敬
老
の
目
」
で

し
た
。
わ
が
国
の
平
均
寿
命
は
女

性
が
8
4
・
6
2
歳
、
男
性
が
7
7
・
6
4

歳
と
ま
さ
に
世
界
．
の
長
寿
国
に

な
り
ま
し
た
。
本
市
で
敬
老
の
日

を
迎
え
た
7
0
歳
以
し
の
方
は
7
3

4
0
人
。
戦
前
戦
後
の
過
酷
な
試

練
を
乗
り
越
え
生
き
て
こ
ら
れ
た

人
た
ち
で
す
。
そ
の
こ
と
が
、
今

目
の
平
和
と
繁
栄
に
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
を
私
た
ち
は
忘
れ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
改
め
て
心
か
ら
感

謝
と
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま

す
。　
市
政
も
5
0
周
年
の
輝
か
し
い
節

〔
を
迎
え
ま
し
た
。
「
は
ば
た
け

日
向
」
～
参
加
・
連
携
・
創
造
～

の
新
た
な
市
民
意
識
を
盛
り
し
げ

「
だ
れ
も
が
住
ん
で
み
た
く
な
る

ま
ち
」
を
目
標
に
、
さ
ら
に
躍
進

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
7
3

4
0
人
の
豊
富
な
知
識
や
体
験
を

生
か
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か

ら
の
1
1
向
市
に
は
不
可
欠
。
生
涯

現
役
の
気
概
を
も
っ
て
明
る
く
健

や
か
に
人
生
を
過
ご
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一

一

愈

＼
レ

　
　
　
　
　
　
伽

　
　
　
　
　
匹

は
し
ご
車
の
試
乗
に
長
い
列

判2ら’ρ

　
2
0
0
1
消
防
・
救
急
フ
ェ
ア
が
救

急
の
日
の
9
月
9
日
過
ロ
ッ
ク
タ
ウ
ン

日
向
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
　
一
1
1
救
急
隊
長
に
任
命
さ

れ
た
の
は
、
二
．
股
病
院
の
田
－
斐
け
い
・
r

さ
ん
、
千
代
川
病
院
の
柄
本
佳
代
さ
ん
、

和
川
病
院
の
田
－
斐
千
代
香
さ
ん
、
日
向

病
院
の
請
関
ひ
と
み
さ
ん
。
委
．
嘱
式
で

松
木
消
防
長
か
ら
委
嘱
状
を
受
け
取
っ

た
4
人
は
、
血
圧
測
定
や
救
急
の
H
の

P
R
に
努
め
ま
し
た
。

　
フ
ェ
ア
で
は
、
救
急
法
の
展
．
小
や
防

質

D
＋
郵
急
、
、
、
．

触

、
「

橘
「＋

鰺
働

1物．

、～絶

島
・
ヴ
・
儀
矯
」

災
パ
ネ
ル
展
、
市
保
健
婦
の
健
康
相
談

な
ど
が
あ
り
、
買
い
物
途
中
の
親
r
連

れ
が
測
定
に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
一
番
人
気
を
集
め
た
の
は
、

は
し
ご
唯
の
試
乗
。
地
ヒ
⑳
メ
ー
ト
ル

の
高
さ
ま
で
ヒ
が
る
と
、
周
辺
地
域
が

一
望
で
き
、
f
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。

試
乗
希
望
者
の
長
い
列
が
で
き
て
い
ま

し
た
．
f
ど
も
た
ち
は
高
規
格
救
急
車

と
救
助
「
作
巾
に
も
興
味
津
々
。
消
防

隊
員
の
作
業
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
ま

し
た
。

町

鐸

麹
　　1・ツ＿

1轟蕊ド

　　．灘

　　　　　と、、．＝．・獲霧　　’

L＼ @　缶

はしご車に試乗する子どもたち

空き缶を入れるときは、大人の人といっしょにね

ム　障」　卜絆　墨　　O　”‘　ノレ　　、　　　」ユ｝匹i火

　
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
空
き
缶
を
持

ち
込
む
と
「
あ
き
缶
通
帳
」
に
ス
タ
ン

プ
を
押
し
て
も
ら
え
ま
す
．
、
通
帳
．
冊

（
空
き
缶
5
0
個
）
に
つ
き
、
ひ
ま
わ
り

ス
タ
ン
プ
が
m
枚
か
、
ま
た
は
ひ
ま
わ

り
市
抽
選
券
が
も
ら
え
ま
す
。

6ノ引4－■「－■9地7M》F

商店街等湾性化
缶助つンJr

　　あき缶通帳

　　　　「日同日エ見隠肝TEL52－5131，

ひまわりスタンプが10枚もらえますオープンを祝いテープカット

9
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「
亀
．
，

野P7r℃
　ノムム　プしノ
ま5の暗影

「
』
．
毛

②
年
運
続
で
全
国
3
位
に

　
財
光
寺
中
学
校
男
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
が
8
月
1
9
日
か
ら
2
1

口
に
か
け
て
開
か
れ
た
、
第
2
3

回
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
（
全
国
中
学
校
体
育
大
会
）

で
3
位
に
な
り
9
月
5
日
、
市

長
に
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
口
は
岡
田
校
長
を
は
じ
め
、

監
督
、
部
員
1
8
人
が
訪
れ
ま
し

た
。
岡
田
拓
己
キ
ャ
プ
テ
ン
が

「
私
た
ち
は
全
国
3
位
に
な
り

ま
し
た
」
と
市
長
に
報
告
。

〉

で

「
良
く
が
ん
ば
り
ま
し
た
ね
。

市
民
や
全
校
生
徒
が
誇
り
を
持

て
る
実
績
を
つ
く
っ
て
く
れ
ま

し
た
」
と
山
本
市
長
が
祝
福
し

ま
し
た
。
同
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

は
準
決
勝
で
、
今
年
3
連
覇
を

達
成
し
た
強
豪
、
高
知
県
の
鏡

中
学
校
と
対
戦
。
大
接
戦
で
し

た
が
1
対
2
で
惜
敗
し
ま
し

た
。
し
か
し
2
年
連
続
で
全
国

3
位
．
に
な
り
、
り
っ
ぱ
な
成
績

を
収
め
ま
し
た
。

渤
「

山本市長に報告するソフトボール部員

㊦
・
ン
記
沓
が
ん
ば
峯
し
た

．
レ

　
了

瞬
羅

．
「
．

　
親
子
の
ふ
れ
あ
い
や
地
域
住
民
の
親

睦
を
通
し
て
地
域
の
連
携
、
活
性
化
を

図
ろ
う
と
、
今
年
で
7
回
を
数
え
る
村

お
こ
し
ド
ロ
ン
コ
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
が

9
月
2
日
、
奥
野
地
区
で
開
か
れ
ま
し

た
。
開
会
式
で
は
黒
木
浩
文
さ
ん
（
奥

野
）
、
亨
く
ん
（
同
・
塩
見
小
6
年
）

親
子
が
選
手
宣
誓
。
奥
野
、
中
村
区
か

ら
大
人
と
r
ど
も
、
合
わ
せ
て
1
5
0

人
が
参
加
し
、
雨
の
降
る
出
ん
ぼ
の
な

か
で
ド
ロ
ン
コ
に
な
り
な
が
ら
サ
ッ
カ

ー
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
、
ふ
う
せ
ん
割
り
競

争
な
ど
9
つ
の
種
目
を
競
い
ま
し
た
。

◎
丁
響
や
鑑
謡
り
の
奉
仕

「
ち百融：毬頴
騒
謙
，

馨
　
宮
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合
日
向
支

部
が
、
9
月
9
目
「
第
2
4
回
ふ
れ
あ
い

住
宅
デ
ー
」
を
市
内
1
3
か
所
で
開
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
住
宅
の
耐
震
相
談
や
補

修
相
談
な
ど
に
応
じ
よ
う
と
毎
年
開
い

て
い
る
も
の
で
す
。

　
切
島
山
2
区
公
民
館
横
の
広
場
で

も
、
地
域
の
業
者
が
参
加
し
て
、
包
丁

研
ぎ
や
ま
な
板
削
り
な
ど
の
奉
仕
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
住
宅
相
談
の

合
間
に
は
、
も
ち
ま
き
な
ど
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
地
域
住
民
と
の
交

流
を
図
り
ま
し
た
。

「
謬

．
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

⑪
向
＋
轟
習
で
谷
行
裂
舞

■広報紙に掲載された三夏を差し上げます。

　希望する人は、市総務課（雪内線2234）まで。

代官行列の先頭を歩く稚児

　
日
向
十
五
夜
祭
り
が
9
月
8
口
、
9

日
に
か
け
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
初
日
は
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、

市
職
員
に
よ
る
舞
踊
隊
知
人
が
祭
り
を

盛
り
ヒ
げ
よ
う
と
商
店
街
を
踊
り
歩

き
、
祭
り
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　
祭
り
で
は
、
見
立
て
細
［
や
ミ
ス
ト

五
夜
の
パ
レ
ー
ド
、
ゴ
リ
ラ
の
屋
台
な

ど
の
催
し
が
あ
り
、
訪
れ
た
約
4
万
人

用
観
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
今
年
は

代
官
行
列
が
復
活
し
、
市
内
か
ら
募
集

し
た
か
わ
い
ら
し
い
稚
児
を
先
頭
に
、

代
官
に
扮
し
た
山
本
市
長
、
役
人
や
庄

屋
な
ど
に
扮
し
た
弓
削
市
助
役
、
日
高

商
工
会
議
所
会
頭
、
松
木
市
議
会
副
議

長
ら
が
ミ
ス
ー
，
五
夜
と
中
心
商
店
街
を

練
り
歩
き
、
沿
道
か
ら
盛
ん
な
拍
手
を

浴
び
て
い
ま
し
た
。

　
戸，　
　
傅

　
、

一　：欄■■■團國■
ミス十五夜のパレード（右上）
市職員による舞踊隊（右下）

日高八幡神社の御輿（左上）
復活した代官行列、中央は山本市長（左下）
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■1報■言1■

　　「情報伝言板」は、皆さんの自

主的な活動を応援するコーナーで’

す。サーウル活動などの会員募集

やイベントなどの情報をお寄せく

ださい。営利や政治・宗教活動を

目的としたものはお断りします。

　原稿は、毎月1日までに市総務

課（麿内線2234）へ。ただし、

紙面のスペースの関係上、掲載で

きない場合があります。

■「耳川源流域を訪ねる集い」参加国募集

◇日時一IO月27昌吐卜281h1D、

81i与30分出発、翌［ド「f菱4闘与・声，1｝‘1芋」つ

定．◇場所一椎葉村尾前、けll藻、

痕郷町中の原、市内権現原◇内容一

毎目使う水の源を紅葉の椎蝉己前に

訪ね、源流域百碑除幕∫にに参加し、

幻の源流域を訪ねる．また、市水道

施設を見学する＝◇参加国＝バス賃

無料、宿泊代6000円（小学生4

000円）◇串し込み＝101J1511ま

で｛先背50人）＝各公民館に申込用紙

が置いてあります＝一目向市ふるさと

の自然を守る会一（倉・圃］53－09

27）大野へご連絡ください＝

■富田冨士也先生の講演と親子のた

めのワークショップ

◎講演◇講師＝富田富L也さん（千

葉明徳短期大学客員教授・若者の悩

みに取り組むカウンセラー）◇演

題＝一睡（かえ）る家をさがすfど

もたち．◇日時＝ll月g日（金）

午後7時～午後9時◇場所＝中央公

民館◇参加人＝500円（託児所有

り・要f約・50〔〕Ill）◎親子のた

めのワークショップ「言葉でなく気

持ちを聞くQ＆Aj◇日時＝II月

10日（ヒ）’F前10時～12時◇

対象者＝現rE、不登校、引きこもり

で悩む保護者◇場所＝目向保健所◇

参コ入一1人、100011！◇定員＝

30人◇問い合わせ＝講演・ワークシ．

ヨッフともに富島高校．西田さん（倉

52－2158）カ・llr「r」rl’ ﾕ校，牝（里」；さ

ん（冠54－3400）まで

「はばたけ！日向1～参加・連携・創造～

　　　．『市民自主企画運営事業』の紹介

■映画「ガイアシンフォニー」（地球交響曲）上映

◇日時・場所＝IO月2811（Il）中り乏公民館ホール1回目

1二映13：00～、21111目しII央18：00～◇内容；地球の

未来へ6人目人々がメッセージを送るオムニバス映画です

人場料500円（幼児以ド無料）◇問い合わせ＝ひまわり笑
彦1「1の会’拝務1、1⊃（【H〔｝1；櫓52－4778）

『市企画運営事業』の紹介

■「森と川と海のフォーラム」のこ案内

◇開催日＝L1冗成13年10月1811（木）◇場　所＝IP央公

民館、文化交流センター交流広場◇内　容＝10：30～交

流会（郷1＝糧理サービスコーナー、物産展ほか）アトラクシ

ョン（伝統芸能、コンサー1・ほか）13＝10～研究・，1臣見

発表qhrl」・入郷圏上三曳から3人）13140～パネルディス

カッション（日向・入郷圏域からパネリストとアドバイザー

各5人による討論、コーディネーターはMRTの樫元洋氏）
15：30～｝映1由i監充f麦川1」1」1央（⊥平lll文：fヒσ，≦｝Lf崔、勲畔・D

◇その他＝児竜生徒による絵画展、環境保全展◇問い合わ
せ＝実行委員会事務局（市石｝画面容内線2219）

4ケ

、、

？・っ　　　‘・ト
　　図書館まめ知識②「図書館のあゆみ」

＜国立国会図書館＞1872年9月、東京湯島に，1糖館が

［刑負官～1986年ll月一匡ドdEl会【矧「韮ぎ食肖事斤食官「桐食盲◇1

999年3月末一r蔵11F数7．312，178冊1｝．」｝勺戎ll年

度図井館所蔵統計（第1種資柚より一く県立図書館＞19

02年5り一私、愉宮崎1け・II教育会附属図ll軒館を移管して

創疏～1988年51」一五刮ズL｝縷自1用餌｛＜：＞2001年3［」

末一蔵書数61L543冊〈日向市立図書館〉◇1972

年3月一勤労1匪f少fl三ホームに図，重囲｛設置．蔵書数6，73

11冊く♪1977年6月一新負官〔本【｝inl刑食肖一r蔵匿藍｝数14，2

07冊｝〈／1997fl：1月．．．新餌｛｛春叫〔田nl洞食官一1蔵匡昏数4

5，〔｝00冊卜◇20〔〕1年8［∫オく一1蔵｝咋数83，678田f

ハ　コ

〔翻ノ

みんなの広場

片
“

く
．

　
囲
碁
を
始
め
た
の
は
m
歳
の
と
き

で
、
父
が
開
い
た
碁
会
所
が
ヒ
町
に
あ

っ
て
、
よ
く
大
人
の
方
と
碁
を
打
っ
て

い
ま
し
た
．
中
学
で
木
谷
先
生
の
内
弟

．
r
と
し
て
入
門
す
る
た
め
ヒ
京
し
ま
し

た
か
ら
、
f
ど
も
の
頃
、
の
日
向
の
思
い

出
と
い
う
と
か
す
か
に
し
か
と
ど
め
て

い
な
い
の
が
正
．
直
な
と
こ
ろ
で
す
、
、
こ

ん
な
に
自
然
が
ふ
ん
だ
ん
に
あ
っ
て
都

会
暮
ら
し
の
者
に
と
っ
て
は
う
ら
や
ま

し
い
こ
と
で
す
．
．

　
現
在
、
毎
年
日
向
で
開
催
さ
れ
る

「
口
向
は
ま
ぐ
り
碁
石
ま
つ
り
」
へ
は
、

ゲ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
参

加
さ
れ
る
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方
か
ら
は
、

本
物
の
は
ま
ぐ
り
抹
．
石
と
か
や
碁
盤
が

使
え
る
大
会
と
し
て
好
評
の
よ
う
で

す
．
こ
の
大
会
を
、
観
光
面
に
結
び
つ

＼　　　γ

ほくﾄ＿盛

隔、

園
田
泰
隆
さ
ん
（
4
4
歳
　
原
町
出
身
）

『
静

心
』

今
月
は
、
去
る
6
月
に
開
催
さ
れ
た
世
界
ア

マ
チ
ュ
ア
囲
碁
選
手
権
戦
宮
崎
大
会
で
、
日

向
市
ふ
る
さ
と
大
使
で
東
京
に
お
住
ま
い
の

園
田
九
段
に
、
日
向
市
の
こ
と
や
薪
の
魅
力

に
つ
い
て
お
話
し
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

け
よ
う
と
す
れ
ば
、
対
局
の
終
わ
っ
た

参
加
者
が
、
す
ぐ
に
帰
っ
て
し
ま
う
の

で
、
観
光
ツ
ア
ー
な
ど
で
も
っ
と
H
向

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
い
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
．
、

　
と
こ
ろ
で
、
ど
う
し
た
ら
囲
碁
が
ヒ

手
に
な
る
か
と
聞
か
れ
る
ん
で
す
が
、

何
事
も
そ
う
な
ん
で
し
ょ
う
が
一
夜
漬

け
で
は
だ
め
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
勝

負
と
い
う
の
は
、
勝
っ
て
も
負
け
て
も

自
己
責
任
で
、
特
に
対
局
に
負
け
た
時

に
は
、
自
分
が
弱
い
か
ら
負
け
た
わ
け

で
す
か
ら
、
い
か
に
同
じ
失
敗
を
繰
り

返
さ
な
い
で
今
後
に
活
か
し
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

プ
ロ
を
目
指
す
方
は
と
も
か
ノ
＼
ア
マ

チ
ュ
ア
の
方
は
、
楽
し
む
こ
と
が
ヒ
達

の
秘
訣
で
し
ょ
う
ね
．
｝
私
に
と
っ
て
、

囲
碁
の
魅
力
は
、
碁
盤
の
ヒ
で
自
己
表

現
が
自
由
に
で
き
る
こ
と
で
す
が
、
こ

れ
か
ら
碁
を
さ
れ
る
方
は
何
か
楽
し
み

を
見
つ
け
て
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
，
ま
た
私
の
好
き
な
こ
と
ば

は
、
「
静
心
」
「
．
平
帯
巾
心
」
で
す
．
　
こ
れ

は
対
局
で
い
つ
も
自
分
に
．
一
．
．
曰
い
聞
か
せ

て
い
る
こ
と
で
、
こ
れ
を
キ
ー
プ
し
て

お
く
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
修
行
し
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
囲
碁
を
通
じ

て
日
向
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
い
つ
ま
で
も
魅
力

あ
る
ふ
る
さ
と
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思

っ
て
い
ま
す
．

　田崎　柚香さん（19歳：切島山2）

　　映画を良く見ますね．この前、
楼
　友」進と　「千と千｛牽の糾1匡惑し」　と

　　いうアニメを見てきました。良

　かったですよ、感動しました。

　　運転免許を取ったばかりで
　す．運転がヒ達したら、遠出し
　　たいですね．

いきいき
　　　　青春トーク

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
み
な
さ
ん
の

近
所
の
若
者
や
職
場
の
ホ
ー
プ
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
紹
介
し
た
い
人
が
い
る

か
た
は
、
市
総
務
課
（
容
内
線
2
2
3

4
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、

自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
人
は
、
広
報

係
が
写
真
を
撮
り
に
う
か
が
い
ま
す
。

高橋　由典さん（28歳：本町）

　家業の生花店を手伝って6年

になります。街なかの人通りが

さびしいので、にぎわいを取り

戻したいと思います。人が集ま

るような場所をつくってほしい
です。
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お知らせ

　　10月の納期
国民年金保険料　　　10月分

P眠健康保険税・介護1呆険料

　　　　　　　　第5期
固定資産税・r「∫県民税

　　　　　　　　第3期
納税で住みよいくらしまちづくり

■一

ﾗ
島
灯
台
を
公
開
し
ま
す

　
1
1
月
－
日
｛
木
）
は
、
灯
台

．
記
念
目
で
す
（
　
周
年
）
　
油

津
海
L
保
安
部
で
は
H
月
4
日

（
日
）
に
細
巨
阿
灯
ム
目
の
．
般
公

開
を
実
施
し
ま
す
．
．
先
脆
4
1
1
0

0
人
に
．
へ
一
．
．
ハ
ー
ク
ラ
フ
ト
の

油
津
海
上
保
安
部
か
ら
お
知
ら
せ

●
　
●
　
●
　
●
　
O
　
●
　
じ
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
5
　
●
　
●
　
O
　
・
　
●
　
・
　
●
　
●
　
．
　
●
　
・
　
．
　
●
　
●
　
・
　
・
　
・
　
…
　
O
　
・
　
・
　
O
　
・
　
・

型
紙
を
．
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
圭
す
．
．

ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
．

◇
日
時
1
1
1
月
4
H
〔
日
）
午

前
9
時
～
午
後
4
時

◇
内
容
1
1
1
．
灯
台
内
部
の
公
開

2
ホ
ー
ム
　
へ
1
一
ン
の
刻
川
介
3
灯

ム
ロ
機
器
の
曜
贋
．
小
．
4
旧
軍
内
の
灯
ム
目

の
写
直
〔
展
．
小
．
5
．
灯
云
目
の
ヘ
ー
．
ハ

ー
ク
ラ
フ
ト
の
展
．
小

◇
問
い
合
わ
せ
1
油
津
海
L
保

安
部
航
行
長
助
セ
ン
タ
ー
（
⑳

0
9
8
7
”
｝
3
2
6
4
∀

ま
で
．
．藩
ー
ー

　
萩
原
茂
裕
さ
ん
「
ま
ち
づ

　
く
り
講
演
会
」
を
開
催

　
汀
目
分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
も

の
を
好
き
に
な
り
、
n
慢
で
き

る
よ
う
に
す
ブ
、
9
こ
と
が
人
切
」

と
本
県
は
も
と
よ
り
、
全
司
各

地
の
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
て

い
て
「
ま
ち
づ
く
り
の
花
咲
爺
一

「
ま
ち
．
つ
く
り
の
種
蒔
き
人
一

な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
萩
原
さ

ん
の
気
迫
の
こ
も
っ
た
諮
演
で

す
．　
み
ん
な
で
、
わ
が
ま
ち
の
宝

物
を
探
そ
う
！
多
く
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

◇
日
時
一
m
月
⑳
目
〔
卜
［
午
後

－
貯
～
4
凸
型
分

◇
場
所
1
1
1
向
市
中
央
公
民
館

小
ホ
ー
ル

◇
講
師
“
萩
原
茂
裕
さ
ん
（
日

本
ふ
る
さ
と
塾
・
E
宰
∀

◇
テ
ー
マ
ー
「
ま
ち
づ
く
り
は

ひ
と
づ
く
り
～
わ
が
ま
ち
の
宝

物
を
探
そ
う
！
」

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
市
企
画
課
地

域
振
興
係
（
容
内
線
2
2
1
8
）

●
●
●
●
●
O
●
●
．
・
●
・
・
●
・
O
・
●
●
●
●
●
O
●
・
…

　　日向市
　　　　　　　　　Q＆A
情報公開制度
　　　　　　　　　　　②

Q　情報公開制度を実施してい

る「市の機関（実施機関）」は

どこですか。

A　llf長部局、教育委員会、選

挙管理委員会、公’F委員会、監

査委員、農業委員会及び固定資

産評価審査委員会です。

Q　開示の対象となる「公文書」

は、どういうものをいいますか。

A　bド成12年4月1日以降

に、実施機関の職員が職務L作

成し、又は取得した文書、図画、

写真及び電磁的記録で、実施機

関が保有しているものをいいま
す。

σ

Il。． ・澗’罧

あなた y震弓弩i税金一［1メモi喬《ぎ窒Q＆A
　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　7月lllに文化交流センター：　バイクや軽ri動ll［をド取1，に出：Q，国民fl…金保険料の後期納付，IF
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

小ホール棟2階に移転・開設し　1したり、人に譲ったり、廃侵した：について教えてください，
た日向rf∫男女共同参【ll酉社会つく　：ときは、㌧励に手続きをしてくだ：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

り擶蓮ルームの名称が決まりま：さい，そのままにしていると、い：A．国民年金保険料を納付，重｝で納
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
した。たくさんの方々の応募の　・つまでも軽自動廓脱がかかります、・められている人については、後期
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

中から選考の結果、村L喜美f：　125CCまでのバイク・農耕用小：（10月ラナから翌年31扮）の納付
　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
さんからご応募いただいたきま　：型特殊は市役所税務課で、126：、耳を送付します。お近くの金融機

した『さんぴあ』に決定しまし　：CCから250CCまでの＝輪車及＝関などで納付してください。また、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
た。『さん』は太陽、「ぴあ』は・び軽自動中：は宮崎県軽自動1桝弱会・納付，IFに口座振替依頼書のはがき
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

とびあの広場の意「宋　この名の：で、251CC以ヒの＝輪車は宮崎：を1・il封しています．［座振替にす
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
とおり推進ルームが市民の方々：県陸運支局で手続きすることとな：ると納め忘れがないので便利です，

の活躍・交流の場になってほし：っています．なお、rl賠責保険・：lll坐振替のご利用を希望される人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
いと願っています．皆さんから：共済に加人しないで運転すると、：は必要事項をお酢きのL、市年金

のご応募ありがとうございまし　：免、；i停止となり罰金等が課せられ：係まで返送していただきますよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
た。　　　　　　　　　　　　　　：　ますので必ず加人しましよう、　　：あわせてお願いします。

ぐ←司』

㎞尋
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へ富τ

　　　日向市中小企業特別融資制度が
　　　　　　　見直されました
日向市中小企業特別融資制度は、市と金融機関が一定の資金を出し含い、

筥崎県信用保証協会の保証付きで、金融機関が市の定める融資条件で市内

の中小企業者に融資する仕組みになっています、

畢
4

事業の経営上必要な

運転資金、または設

備資金

一企業500万円以

内

設備資金　72月以内

運転資金60月以内、3

か月据置制度あり

4
4
瞬

年2．4％

年0．75％　（市が

全額補助）

担保…　なし

保証人一　1

人以上

※詳しくは、日向商工会議所（倉52－5131）または市商工観

光課（倉内線2634）へ。
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お知らせ・ぼしゅう

市制施行50周年記念事業

「結婚50周年を祝う会」．の

　　参加者を募集します

　　　　⇔◎
　　　　．、移一、／
　　　　　　　＼ワ／　　　網引

　　　並

　市は市制施行50周目にちなみ、めで
たく結婚50周年の金婚を迎えられたご夫

婦を祝福するため「結婚50周年を祝う会」

を開催します。

　戦中戦後の激動の時代を過ごされ、長き

にわたり郷土をつくり上げてこられたご夫

婦が、仲良く元気にご活躍いただけますよ

うに祝福するものです。

次のとおり参加者を募集しますので該当

するご夫婦は、ぜひご応募ください。

日向現代彫刻展
　　　　　2001
　今年でlIIIll目の「日向現代彫刻展」を開催します．

日向【lllilの大自然を背景に、全国各地から25点の作111181が

集まります。ぜひご来場ください．

◇会期＝’F成13fl三10月14！lqD～11月1〔〕日（D

　※10月14日（日）11；00よりオーフ．ニング、あわせて

’97日向現代彫刻五大賞一無題」とのお別れ会もffいます。

◇会場；日向岬グリーンパーク

◇問い合わせ先＝日向現代彫刻口実lf委員会事務局（市

社会教育課内、倉1ノ寸線2425）

〈協賛行事〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】，前夜祭は目向第一ホテル、その他はII向岬グリーンパークです．

行　 事　 名 日　　時

前夜祭

I

II｛川B日Lhl

I18：3〔レ、

丙 容

◇対　象＝昭和26年4月1日～昭和27

年3月31口の間に結婚し、現在日向市内

に在住のご夫婦。

◇開催日時＝11月29日（木）乍前Il時

～．ﾟ後1時30分

◇場　所＝ベルフォート日向　サンパンカ

ットボール

◇参加費＝無料

◇申し込み・問い合わせ＝市企画課（雪内

線2216）まで。

市民ふれあいウオ
　　　　　　110月14　1　〔［D
一キング～米の山を
歩こう～　　18・3〔N｛150

全国各地の現代彫刻家25人が集まりま

．す．市民みんなで歓迎しましζう

厭煽療、あ二粛而［1。，

…カfとう　i　「艇題」1来オープニング

』　　　　　IJ後

クリーンハークゐ・ら米σ）国辱、 山守2日月階1

リコースを秋の風を受けなから歩いてみ

ませんかり

997彫刻展大賞作品無題1とのお冒胴レ

会てす　※だんご汁を朽雛います、

　　行政書士無料相談
　宮崎県行政書．L会では、10月号行政書L

制度強調月間lllに、無料相談を行いますD

ぜひご利川ください．

◇期間＝m月1日σD～m月131H（水）

◇場所＝認り，キ内行政‘藍｝L肇務所

◇問い合わせ＝宮崎県行政，非芋口口〔冠098

5－24－4356）

作品説明会

lHタU21Ei、2811、．

：1川3［L4［i

蒋計一一一一一一一一一一一一一

一一
l14駆1漁

宮崎彫亥r防レフ：こようrl三品説明会．

（

…・眠ふれあいグラン11111121［1〔川桧儲課※lll塒は川12811（［D

ド’ゴルフ祭　　…8：3〔卜　　；証期．

←　　．一一＿一一一↓一
　　　　　　一一一一一「一一一一一　　　　　　　一
【臼司11∫1こイくホイントIm月28日〔日）1あなたも砿も芸術依・喚穂の翻1作や自由
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よ1

H座公演
lu14［1｛日｝

．1413〔1、

一一｡天．、…rた会12：3｛｝＿窪，りっかみ取り面

　i、　も実施します．※．暁肉lh店～fll：〔Ml

　i、
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：ll，：l11日川…1、1」結論1臨瓢轡三場

　　　　1受賞辞を表彰します．
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く
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わ
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、
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．
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．
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．
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．
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付
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受
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．
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儀乳幼児健診
圃3か月児健診一目時／10月121h斜、26日｛斜、

対象／ム1勺戊13年7月生まオし

■7か月児健診＝日時／1〔｝月191【口を1、対象、ムF

1戎13年3月生まれ

■1歳児健康相談＝1【時／1〔｝月21h火［、対象／

1勺戊12年9月生ま才t

■1歳6か月児健診＝日時／1〔｝月li日1木1、対

象／ム1勺戊12年3月ノkまぞし

圏3歳児健診＝日時／m月5日｛金｝、対象．ム1え成

10fド3月生まれ

※受付時問は、3か月児・7か月児／ノ「後II碍～
Ill与30ラ♪、　1ガ茂6カ・’」り己・3’：茂り己／／’「f灸lll与～2

時、1歳児／午前9時30分～1｛〕時です．母」な健康

手帳を忘れずに、市民健康管理センターヘー

廻すくすく教室
◇日時一m月3田R火ド「後2時～午後3時3〔｝分

◇対象＝生後6か月までの乳児を育児中のお父さ

ん、お母さん

◇内容一．剛胆餐しとの離乳食作り・試食、2体1貢

測定・身長測定、3赤ちゃんの健康相談、4：ママ

やパパ同［：の交流会など＝

◇会場＝市民健康管理センター

◇持参するもの＝母f健康毛引

※f約・参ノ川料は、必要ありません．

q恥すくすくOB教室

　lifは、’L後6か月以降の乳幼児と保護者α）仲間

づくりの場所として、市民健康管理センターを開
放しています．，

◇日時＝毎週火曜【1／F後2時～3時3〔〕分

◇対象＝強弩6か月以降の乳幼児と保護者

◇内容＝自明勺な交流会

亀パパママ教室
　◇日時一1〔用2811｛m’「11i∫10時～12時

　◇対象＝田暇を迎えるパパとママ

　◇内容；赤ちゃんのおふろの量れ方、妊娠疑似体

　験
’　◇会場＝市民健康管理センター

　◇申込方法＝開催目の1週間白曾までに氏名、連絡

　　先をll∫民健康管理センター（1慶内線2184）ま

　でご連絡ください．

り’

康二・巳枝（曽根2）

q隔10月の休日在宅医 ※事前にテレホンサービス

　　　（容53－1214）で確認を1

　　　：三股病院（内・外・整外・胃腸・麻酔容58－0034）　尾碕眼科（眼1

7日　時52－5600）　今給黎医院（内・循環倉54－2459）　寺尾医院（産

　　　容63－1447）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　i髄病院π産婦π泌水鶴7－111天呈医亮柄τ整外7麻酔「ワバ
8日　β53－8910）　こどもウリニッタたしろ（小児含56－1515）　日向内科1

　　　；（内・ノ」、児・胃且易暦52－0880）

14日諜魏職1誇外；轟艦籍直江糠2∫7111）柳田i

　　　二木医院（産婦・外・胃腸倉54－4468）協i和病院（精神・神経倉54－
　21日
　　　2806）　吉田クリニック（内・循環倉55－0770）

：28日醗婆）墾篇讐；ll巴1壽傘医院（内’胃腸’循環聯52一

「減塩料理講習会」

　生活習慣病は食事で防ぐことが

できます．塩分控えめでおいしい

料理をつくりませんか．

　市は．地区の公民館で料理講習

会を開きます、メニューは魚のみ

ぞれかけ・白和えのピーナツ風

味・昆布の佃煮和え・スヒードポ

テトです．

◇参加費＝無料

◇幽い合わせ＝市民健康管理セン

ター（8内線21831またはお近く

の食生活改善推進員〔ヘルスメイ

ト）まで．

貴幸・信子（曽根1）

79

業

儀原爆被儲二世検診の実施について

　◇対象者及び健診期間

　　Ilhj親のどちらかが被爆者健康手1帳を所持してい

　る人で、健康診断を希望する人．ただし、受診希

　占者が多数の場合は，未受診者、｝｝‘常を訴える人

　を優先とします．’r成13f「lI月から実施3㌻定で

⑭輸詳糸111は後暖診希亡賭に〕旧します

　◇申込方法一ユ：本人の氏名（フリガナをつける）、

　fi三所、11三f1三月口、電話番｝｝、過去の受診歴（f卜度

　及び受診結果を記入すること）2親の氏名、住所、

　電話番号、被爆者健康．r帳の番；号を川信己のL、封

　井で申し込んでドさい．

　◇申込先一宮1崎県福祉f玩と健部保健薬務四四ξ病対策

　係（〒880－8501宮山奇rlf橘通東21’111〔1番1写・

　容｛〕985－26－7079）

噸L40歳からの健康週間

　　　iO月8日から「4｛｝歳からの健康週間」です

　健やかな老後を実現するためには、壮年期からの

　’k活習慣の｛｝看i蹉が大切です　自分に適した運動や

　．食1‘を生活の【Pに取り入れて生活習’贋を改ll竿し、

　積極的に健康づくりに励み、人生80年代を「あ

　なたの健康、ll本の元気！！」を合1「襲に、いつま

　でも持々しく垢気にすごしましょう

　　健康の自己管理のひとつとしては、健康診査の

　定期的受診等も・丘要です．lifは市内医療機関で各

　腫検診を実施中です，広報ひゆうが4月｝｝に実施

　医療機関の・覧を掲・ii気しています．ご不il月の点は

　li∫民健康管理センター（容内線2184）または、

　かかりっけ医におたずねください

亀 10月の献血日程

．3日（水曜・役戸
4日（禾）県北輸送サービスセンター

　　　　九電工日向営業所

　930～16
1　9：30痘15

　　：00～18－6

　00
一． u3σ

　：00

5日（金）日向市消防本部　　　　：8：30～10：30

　　　日本ホワイトファーム　　12：10～14：00

　　　三股病院　　　　　　　　14：30～16：00

」

テレホンサービス
　　容53－5857

日向市保育協議会

　　’

σ
、＼

…10／1（月） よい健康の習慣をつけよう
1
　
　
～
1

（1）適正な時間に起きる

i2）朝きまった時間に排便…
1
0
／
7
（
日
）
1

（3）日光によくあたる

10／8（月） 事のしつけ

～
（1）食事のお手伝い

i2）食事のマナー
10／14（日）

（3）楽しい雰囲気で

10／15（月）赤ちゃんの食事　その2（5か月～1歳頃）

　　　　　（わ「ごつくん1と飲み込む練習
　　～
　　　　　（2）離乳食の進め右
10／21（日）（3）味覚の発達は判断力の基礎を作る

．10／22（月）〔族関係について：考える

｝～騰葉誌悪癖る里
：10／28（日）（3）祖父母との関係と兄弟げんか

※認可保脅園において、毎週水曜日の午前中に
園庭開放を行なっています。お問い合わせばお
近くの保育園へ。

8月中の交通事故

人身事故　死　亡　負傷者　物損事故
52件　　　1人 69人　　97件

～止まって確認！無事故に挑戦～

　
御
　
現
　
田
　
R
帯
田
世と罪人の市向日

　
　
　
　

↑
－
－
0
8

3
1
2
2

［
一
一
十

く
く
く
く

　
　
帯

人
人
人

　
　
世

　
D
3
2
ハ
Q

2
7
5
4

0
7
2
9

0
）
7
1
1

5
2
（
」
2

口
　
　
数

　
男
女
帯

人
　
　
世

転入218人転出273人
出　生　　57人　　死　亡　　33人

面　積 117．43k㎡
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王
の
歴
史

　
止
目
（
江
．
μ
時
代
の
初
め
）
、
塩
見
の

永
川
村
に
、
佐
太
郎
と
い
う
樵
（
き
こ

り
）
の
お
爺
さ
ん
が
住
ん
で
い
ま
し
た

　
あ
る
日
、
お
爺
さ
ん
が
仙
塔
庵
と
い

う
山
で
作
業
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
木
材

が
倒
れ
て
谷
間
に
落
ち
ま
し
た
。

　
運
の
悪
い
こ
と
に
、
ね
ぐ
ら
で
昼
寝

を
し
て
い
た
白
狐
に
そ
の
木
材
が
あ
た

り
、
大
怪
我
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

狐
は
「
キ
ャ
ン
、
キ
ャ
ン
」
と
鳴
き
な
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今日ではすっかり市民に定着したr日向ひょっとこ踊り

シ
リ
ー
ズ
2
4

ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
伝
説

が
ら
谷
の
方
へ
逃
げ
て
行
っ
た
そ
う
で

す
。
佐
太
郎
爺
さ
ん
は
、
悲
鳴
を
あ
げ
、

う
し
ろ
を
振
り
向
き
な
が
ら
、
谷
の
中

へ
消
え
て
行
っ
た
狐
の
姿
が
可
愛
想
で

た
ま
り
ま
せ
ん
。

　
お
爺
さ
ん
は
、
仕
事
を
中
止
し
て
家

に
帰
り
お
婆
さ
ん
に
こ
の
事
を
話
し
ま

し
た
。
す
る
と
、
「
爺
様
、
お
前
さ
ん

が
悪
い
の
じ
ゃ
な
い
よ
。
そ
ん
な
に
悩

ん
で
も
仕
方
が
な
い
よ
」
と
お
婆
さ
ん

は
優
し
く
慰
め
て
あ
げ
ま
し
た
．
．

　
そ
れ
か
ら
数
日
後
、
こ
の
村
に
異
変

が
起
こ
り
始
め
ま
し
た
．
川
・
畑
は
不

作
が
続
き
、
永
田
村
の
家
々
で
は
連
1
1

の
様
に
不
戟
不
運
が
度
駐
な
っ
て
き
た

の
で
す
。
そ
こ
で
お
爺
さ
ん
は
、
お
婆

さ
ん
と
相
談
し
て
近
く
の
神
社
に
神
詣

で
に
行
き
、
神
主
に
五
七
の
出
来
事
を

詳
し
く
話
し
て
、
神
様
の
お
告
げ
を
受

け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
神
様
は
、
白
狐
に
、
ど
う
ず
れ
ば
良

い
か
尋
ね
た
う
え
で
社
祠
を
造
る
よ
う

告
げ
ま
し
た
。
お
爺
さ
ん
は
、
早
速
、

村
の
衆
と
相
談
し
て
祠
を
造
り
、
稲
荷

神
社
と
し
て
祀
っ
て
あ
げ
ま
し
た
。

　
し
ば
ら
く
す
る
と
、
次
第
に
村
が
繁

盛
し
始
め
、
村
の
衆
の
明
る
い
笑
顔
が

f＼．

市
制
施
行
5
0
周
年
記
念
日
向
市
史
編
さ
ん
事
業

あ
ふ
れ
て
来
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
あ
る
日
、
今
度
は
私
が
返
礼

を
し
ま
す
か
ら
願
い
事
が
あ
れ
ば
何
で

も
祈
願
し
て
．
ト
さ
い
と
い
う
お
告
げ
を

受
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
永
田
村
の
f

宝
に
恵
ま
れ
な
い
評
助
と
オ
カ
メ
と
い

う
夫
婦
が
、
f
供
が
さ
ず
か
る
様
に
．
願

か
け
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
空
腹

の
神
・
E
が
、
お
供
え
物
の
赤
飯
に
千
を

つ
け
た
の
に
怒
っ
た
稲
荷
大
明
神
が
狐

に
化
け
て
姿
を
現
し
た
の
で
す
。
神
、
し

と
評
助
夫
婦
は
び
っ
く
り
仰
．
天
し
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
怒
っ
て
出
た
稲
荷
様

が
オ
カ
メ
の
美
し
さ
に
引
か
れ
、
連
れ

去
ろ
う
と
し
ま
し
た
。

　
そ
の
素
振
り
が
と
て
も
ひ
ょ
う
き
ん

で
愛
嬌
が
あ
り
．
面
白
い
の
で
、
江
．
戸
時

代
の
初
期
か
ら
永
川
稲
荷
神
社
の
神
楽

と
し
て
踊
ら
れ
て
き
た
と
．
一
．
厭
う
伝
説
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
赤
の
着
物
は
、

昔
か
ら
繁
栄
と
活
力
を
つ
け
る
力
色

（
り
き
し
ょ
く
）
と
言
わ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。

参
考
資
料

　
（
高
橋
家
の
ピ
ー
ヒ
ヨ
ロ
伝
説
資
料
）

　
市
史
編
さ
ん
室
（
雪
内
線
2
2
3
6
）

で
は
、
日
向
の
歴
史
に
関
す
る
皆
さ
ん

か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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朝
夕
が
肌
寒
く
な
っ
て
き

て
、
す
っ
か
り
秋
め
い
て
き
ま

し
た
ね
。
薄
着
で
寝
て
い
る
と

朝
方
、
目
が
覚
め
て
し
ま
い
ま

す
。
さ
て
、
広
報
ひ
ゆ
う
が
0

月
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
運
動

を
始
め
る
に
は
ぴ
っ
た
り
’
の
季

節
で
す
ね
．
．
今
月
の
特
集
が
、

そ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
彰
い
で
す
．
そ
し
て

健
康
づ
く
り
に
役
蹉
て
て
い
た

だ
け
る
な
ら
．
軽
い
運
動
か
ら

始
め
れ
ば
き
っ
と
続
け
ら
れ
る

は
ず
で
す
．
．
そ
う
す
れ
ば
、
来

年
の
運
動
会
は
大
活
躍
で
き
る

は
ず
で
す
か
ら
…
そ
う
思

い
ま
せ
ん
か
。
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